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この概要版は、「男女共同参画社会の実現に向けた市民意識調査」の結果を取りまとめたもので

す。市民の皆様の日常生活及び社会生活における男女共同参画に関する意識等を把握し、今後、

市が取り組むべき施策の参考資料とするために調査を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宇土市 

男女共同参画社会の実現に向けた 

市民意識調査 結果報告書 

【概要版】 

【概要版】 

１．調査の概要 

調査地域：宇土市全域 

調査対象者：満 18 歳以上の市民 2,000 人（無作為抽出） 

調査方法：郵送による配布・回収及びインターネット回収 

調査期間：令和７年９月～10 月上旬 

有効回収数（率）：1,003 件（50.2％）郵送：652 件、WEB：351 件 

調査項目：１．あなた自身や家族のことについて 

     ２．男女共同参画に関する意識について 

     ３．家庭生活について 

     ４．女性の働き方や社会参画について 

     ５．ワーク・ライフ・バランスについて 

     ６．ドメスティック・バイオレンス等について 

     ７．男女共同参画の視点からの防災・復興について 

     ８．男女共同参画の推進について 

 

２．集計上の注意  

①図表の「ｎ」はアンケート調査のサンプルの数であり、回答率（％）の分母である。 
②回答率は百分比の少数第２位を四捨五入しているため、合計が 100％にならない場合
がある。 

③２つ以上の回答を要する（複数回答）質問の場合、その回答比率の合計は原則として
100％を超える。 

宇土市 総務部 総務課 行政係 

〒869-0492 宇土市浦田町 51番地  

TEL：0964-22-1111 
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１．あなた自身や家族のことについて 
回答者の性別 

「男性」が 40.6％、「女性」が 58.0％となっており、女性の割合がやや高くなっていま

す。 

 
 

年齢構成 

約４割が「60歳代以上」、就労や子育ての中心世代とされる「30～50歳代」が５割を占め

ています。 

 
 

就労の状況 

「結婚している（婚姻届けを出していない事実婚も含む）」と回答した方のうち、約７割

が「共働きである」と回答しており、前回調査と比べて共働き世帯の割合が 10ポイント以

上高くなっていることから、就労形態の変化が見られます。 

 

 

家族構成 

「二世代世帯（親と子など）」が 48.8％と最も高く、次いで「夫婦世帯」32.2％、「三世代世

帯（親と子と孫など）」8.2％となっており、親子を中心とした「二世代世帯」での同居が主流

であり、核家族化が進む一方で、「三世代世帯」は１割程度にとどまっています。 

40.6 58.0 1.4 全体(n=1,003)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 1・2のいずれにもあてはまらない 無回答

1.0 8.9 14.2 18.1 20.2 22.2 14.0 1.4 全体(n=1003)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上 無回答

68.4

55.2

30.9

42.5

0.7

2.4

今回調査

(n=699)

前回調査/R4

(n=631)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

共働きである 共働きではない 無回答
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7.1 32.2 48.8 8.2 2.4 1.4 全体(n=1003)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

単身世帯（ひとり暮らし） 夫婦世帯 二世代世帯（親と子など）

三世代世帯（親と子と孫など） その他 無回答
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２．男女共同参画に関する意識について 
男女の地位の平等感について 

学校教育の場では「平等である」が 54.3％と最も高くなっており、学校教育の分野では男女

が平等であると感じている人が多いことがわかります。一方で、学校教育以外の分野では、ど

の分野も『男性優遇感』が『女性優遇感』を上回っており、特に「政治の場」「社会通念・習慣・

しきたりなど」「社会全体」では『男性優遇感』が 50 ポイント以上高くなっていることから、

依然この分野においては社会の仕組みや慣習により、男女の格差があると感じている人が多い

ことがうかがえます。 

 

  

11.7

12.7

6.9

1.5

33.2

9.9

24.5

11.9

12.8

42.9

37.1

31.2

11.3

41.5

28.2

44.9

30.6

46.1

28.3

31.0

37.8

54.3

10.7

32.3

14.4

32.1

17.9

4.9

5.1

1.8

3.1

0.7

5.5

1.4

2.9

3.6

1.1

1.8

0.9

0.5

0.3

2.1

0.8

1.1

1.4

9.7

9.7

18.5

25.7

11.1

19.1

11.8

18.8

14.2

1.5

2.7

2.9

3.6

2.6

2.9

2.3

2.6

4.1

(1)家庭生活では

(2)職場では

(3)就職・採用では

(4)学校教育の場では

(5)政治の場では

(6)法律や制度の上では

(7)社会通念・習慣・

しきたりなどでは

(8)地域活動の場では

(9)社会全体では

0% 20% 40% 60% 80% 100%今回調査(n=1,003)

男性の方が優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている わからない

無回答
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性別による社会的役割の固定化について 

「男性は仕事をして家計を⽀えるべきだ」では７割が『そう思う』と回答しており、固定的

な性別役割意識が依然として根強く残っていることが明らかとなっています。それ以外の項目

については『そう思わない』が『そう思う』を上回っており、固定的な性別役割に対する否定

的な意識が広がっている傾向も見受けられます。特に「実の親、義理の親に関わらず、親の介

護は⼥性がするべきだ」「学級委員⻑や⽣徒会⻑は男⼦が、副委員⻑や副会⻑は⼥⼦の⽅が向い

ている」は９割以上が『そう思わない』と回答しており、世代や教育現場における役割の固定

化に対する意識が大きく変化してきていることがうかがえます。 

 

  

20.7

6.9

6.6

7.1

3.4

6.6

6.1

4.6

0.9

4.2

1.6

1.9

2.1

49.5

29.1

18.2

23.9

22.2

20.4

20.5

23.0

7.5

13.1

18.2

5.9

11.6

10.2

23.6

19.4

23.7

30.6

26.5

27.4

23.7

25.0

22.0

23.5

21.5

23.3

18.1

38.9

54.4

43.8

42.2

44.7

44.4

47.6

65.4

59.3

54.8

69.0

61.4

1.5

1.5

1.3

1.5

1.6

1.8

1.6

1.1

1.2

1.4

1.8

1.7

1.6

(1)男性は仕事をして家計を

支えるべきだ

(2)デートや食事のお金は

男性が負担すべきだ

(3)男性は結婚して家庭を

もって一人前だ

(4)女性は結婚によって、経済的

に安定を得る方が良い

(5)共働きでも男性は家庭よりも

仕事を優先するべきだ

(6)組織のリーダーは男性の

方が向いている

(7)大きな商談や大事な交渉事は

男性がやる方がいい

(8)親戚や地域の会合で食事の準備や

配膳をするのは女性の役割だ

(9)実の親、義理の親に関わらず、

親の介護は女性がするべきだ

(10)家を継ぐのは男性であるべきだ

(11)共働きで子どもの具合が悪くな

った時、母親が看病するべきだ

(12)学級委員長や生徒会長は男子が、副委

員長や副会長は女子の方が向いている

(13)男は主に仕事をし、女は主に

家庭のことをするべきだ

0% 20% 40% 60% 80% 100%今回調査(n=1,003)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない 無回答
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３．家庭生活について 
日常的な暮らしの役割分担について 

現状では「ごみ出し」「地域活動への参加」は「主として夫（男性パートナー）の役割」が最

も高く、主に夫（男性パートナー）が担当している家庭が多くなっています。また、「家族、親

族等の介護」は「特に決まっていない」が 33.4％と最も高くなっていますが、「主として夫（男

性パートナー）の役割」が 1.3％である一方、「主として妻（女性パートナー）の役割」は 19.3％

となっており、大きな差がある状況となっています。「育児・しつけ」は「夫婦・パートナー同

じ程度の役割」が最も高く、夫婦で分担しているという回答が最も高くなっています。それ以

外は「主として妻（女性パートナー）の役割」が最も高く、「掃除」「食事の支度・後片付け」

「洗濯」「日常の買い物」等の日常的な家事は主に妻（女性パートナー）が担っているという回

答が５割を超えていることから、家事の負担が女性に偏っている現状が見えてきます。理想と

しては、「掃除」は「家族で分担」、それ以外は「夫婦・パートナー同じ程度の役割」が最も高

くなっており、現状と理想に差が生じています。 

 

4.2

2.4

2.4

1.6

7.6

3.5

34.8

18.1

4.9

2.6

2.6

1.3

10.1

5.2

32.4

17.8

0.7

1.2

1.3

1.0

51.5

7.9

74.8

26.2

53.7

12.8

30.9

5.5

62.7

22.4

58.0

24.7

59.1

32.1

16.3

2.0

28.6

5.2

19.3

4.0

14.4

39.0

7.9

33.7

18.1

39.9

13.8

33.5

15.1

35.8

21.0

37.3

13.7

35.8

17.7

39.0

29.9

45.2

17.4

38.1

13.8

40.0

7.9

29.1

10.9

33.5

11.2

32.9

10.4

29.2

9.9

26.0

6.5

16.7

10.9

24.9

10.5

22.4

12.8

27.8

15.0

6.9

5.9

5.5

8.9

6.5

8.8

6.3

6.3

6.2

7.5

6.3

9.2

5.6

20.3

12.1

13.1

6.6

33.4

10.9

0.6

0.7

0.6

0.9

0.4

0.6

0.3

0.6

0.3

0.6

0.9

1.0

1.0

1.3

1.9

1.0

6.5

3.3

4.9

1.7

0.6

3.0

0.4

3.2

0.3

3.3

0.1

3.0

0.3

3.2

0.1

3.3

0.4

3.3

0.6

3.2

10.6

16.1

10.9

16.4

現状

理想

現状

理想

現状

理想

現状

理想

現状

理想

現状

理想

現状

理想

現状

理想

現状

理想

現状

理想

0% 20% 40% 60% 80% 100%今回調査(n=695)

主として夫（男性パートナー）の役割 主として妻（女性パートナー）の役割 夫婦・パートナー同じ程度の役割

家族で分担 特に決まっていない その他

無回答

(１)掃除

(２)食事の

支度

(10)家族、

親族等の

介護

(３)食事の

後片付け

(４)ごみ出し

(５)洗濯

(６)日常の

買い物

(７)家計の

管理

(８)地域活動

への参加

(９)育児・

しつけ
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子どもの育て方に対する考え方について 

６割が「男の子も女の子も個性をいかし、その子どもにあった育て方をした方がよい」と回

答しており、性別にとらわれず、個々の特性に応じた育て方を大切にする考え方が広がってい

ることがわかります。特に 30～40 歳代では７割を超えており、子育て世代を中心に柔軟な育

て方を重視する傾向が高まっています。一方、男性は女性に比べて「同じように育てたいが、

男の子らしく、または女の子らしく成長してほしい」が高く、「男らしさ・女らしさ」といった

性別に基づいたイメージを育児に反映させたい意識が高いことがうかがえます。 

 

  

3.2 

5.7 

1.4 

10.0 

3.4 

3.5 

2.7 

3.0 

2.7 

3.6 

7.7 

7.4 

8.1 

10.0 

5.6 

8.5 

9.3 

6.9 

7.6 

7.9 

15.6 

21.4 

11.3 

10.0 

16.9 

8.5 

9.3 

20.7 

19.3 

16.4 

65.5 

56.3 

72.5 

60.0 

66.3 

73.2 

72.5 

60.6 

63.2 

60.7 

0.5 

0.2 

0.7 

0.7 

0.5 

1.5 

4.3 

6.9 

2.4 

10.0 

4.5 

4.2 

4.9 

5.4 

3.6 

2.1 

3.3 

2.2 

3.6 

3.4 

1.4 

0.5 

2.0 

3.6 

9.3 

全体(n=1003)

男性(n=407)

女性(n=582)

10歳代(n=10)

20歳代(n=89)

30歳代(n=142)

40歳代(n=182)

50歳代(n=203)

60歳代(n=223)

70歳代以上(n=140)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男の子は男の子らしく、女の子は女の子らしく育てた方がよい

男の子も女の子も同じように育てた方がよい

同じように育てたいが、男の子らしく、または女の子らしく成長してほしい

男の子も女の子も個性をいかし、その子どもにあった育て方をした方がよい

その他

わからない

無回答
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４．女性の働き方や社会参画について 
女性の働き方における考え方について 

全体及び性別、年代別でみても「子どもができても、ずっと職業を持ち続ける方がよい」が

最も高く、育児期においても継続的な就労を望む意識が高くなっています。また、女性は男性

に比べて「子どもができても、ずっと職業を持ち続ける方がよい」が 13.8ポイント高く、女性

自身が出産後も働き続けることを前向きに捉えている傾向が強いことがわかります。また、30

～60歳代でもその割合が６割を超えていることから、子育て経験や就労継続の現実を踏まえた

世代ほど、働き続けることへの支持が高いことがうかがえます。 

 

  

62.0 

54.1 

67.9 

50.0 

52.8 

64.8 

64.3 

69.5 

61.4 

53.6 

16.7 

18.9 

15.1 

20.0 

20.2 

12.7 

12.1 

12.8 

21.5 

22.1 

3.0 

4.2 

2.2 

10.0 

5.6 

1.4 

2.2 

2.0 

3.6 

4.3 

1.8 

1.7 

1.9 

10.0 

1.1 

0.7 

2.2 

1.5 

1.8 

2.9 

0.2 

0.3 

1.4 

7.9 

9.6 

6.9 

6.7 

9.2 

8.8 

8.4 

8.1 

6.4 

7.1 

10.3 

4.6 

10.0 

12.4 

11.3 

9.9 

4.4 

2.2 

6.4 

1.3 

1.2 

1.0 

1.1 

0.5 

1.5 

1.3 

2.9 

全体(n=1003)

男性(n=407)

女性(n=582)

10歳代(n=10)

20歳代(n=89)

30歳代(n=142)

40歳代(n=182)

50歳代(n=203)

60歳代(n=223)

70歳代以上(n=140)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもができても、ずっと職業を持ち続ける方がよい

子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業を持つ方がよい

子どもができるまでは、職業を持つ方がよい

結婚するまでは、職業を持つ方がよい

女性は職業を持たない方がよい

その他

わからない

無回答
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女性の就業継続を妨げる要因について 

全体及び性別でも「育児休業や介護休業などを取りにくい雰囲気がある」「育児休業や介護休

業などの制度が不十分」「男女の待遇（賃金・昇進・仕事内容）に格差がある」が上位に挙げら

れています。職場の雰囲気や制度にも課題があり、特に「休業を取ると迷惑だと思われる」と

いう無言のプレッシャーが女性の働き方に大きく影響し、制度があっても使いづらい状況が女

性の働き方につながっているようです。また、女性は男性に比べて「家族の同意・協力が得ら

れない」が 13.2 ポイント高くなっており、女性は家庭内の理解や支援不足を感じていること

がわかります。 

 

  

49.5 

46.4 

22.0 

38.3 

18.6 

12.5 

19.3 

5.2 

7.7 

7.9 

1.4 

49.4 

46.7 

14.3 

34.6 

18.2 

13.3 

16.5 

4.2 

10.3 

9.1 

1.5 

49.7 

46.2 

27.5 

41.2 

19.1 

12.2 

21.6 

6.0 

5.8 

6.9 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

育児休業や介護休業などを

取りにくい雰囲気がある

育児休業や介護休業などの制度が不十分

家族の同意・協力が得られない

男女の待遇（賃金・昇進・

仕事内容）に格差がある

女性の能力が正当に評価されない

セクシュアル・ハラスメント

（性的嫌がらせ）がある

女性が長く勤めにくい雰囲気がある

その他

特にない

わからない

無回答

全体(n=1003)

男性(n=407)

女性(n=582)
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５．ワーク・ライフ・バランスについて 
「ワーク・ライフ・バランス」の認知度について 

「言葉は聞いたことがあるが、内容などは知らない」が 38.6％と最も高く、次いで「言葉も

内容も知っている」38.1％、「言葉も内容も知らない」21.8％となっており、言葉自体の浸透度

は高いものの、内容の理解には至っておらず、表面的な認知にとどまっている可能性がありま

す。 

男性では「言葉も内容も知っている」が最も高く、男性の内容理解が進んでいますが、女性

では「言葉は聞いたことがあるが、内容などは知らない」が最も高くなっており、情報の届き

方や職場環境の違いが影響していると考えられます。また、年代別でみると、50歳代までは「言

葉も内容も知っている」、60歳代以上では「言葉は聞いたことがあるが、内容などは知らない」

が最も高くなっており、年代が上がるにつれて認知度が低下する傾向が見られます。また、「言

葉も内容も知らない」は高齢層ほど高くなっており、世代間での理解度に差が生じていること

がわかります。 

 
  

38.1 

41.8 

35.7 

80.0 

51.7 

50.7 

46.2 

40.9 

30.0 

12.1 

38.6 

34.4 

41.8 

10.0 

31.5 

30.3 

34.1 

37.4 

42.2 

56.4 

21.8 

21.9 

21.6 

10.0 

15.7 

18.3 

19.8 

21.2 

25.6 

27.9 

1.5 

2.0 

0.9 

1.1 

0.7 

0.5 

2.2 

3.6 

全体(n=1003)

男性(n=407)

女性(n=582)

10歳代(n=10)

20歳代(n=89)

30歳代(n=142)

40歳代(n=182)

50歳代(n=203)

60歳代(n=223)

70歳代以上(n=140)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言葉も内容も知っている 言葉は聞いたことがあるが、内容などは知らない

言葉も内容も知らない 無回答
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男女が共に仕事と家庭の両立をするために必要な条件について 

全体及び男女ともに「代替要員の確保など、育児休業・介護休業制度を利用できる職場環境

をつくること」「給与等の男女間格差をなくすこと」が上位に挙げられており、３割を超えてい

ます。また、女性は男性と比べて「女性が働くことに対し、家族や周囲の理解と協力があるこ

と」が 11.9 ポイント高くなっていることから、今もなお女性が働くことに対して社会的な先

入観や心理的な負担等があることがみえてきます。 

 

  

35.5 

26.7 

43.3 

29.5 

30.5 

21.3 

12.5 

26.9 

23.8 

21.0 

1.6 

3.5 

1.4 

34.2 

31.0 

42.3 

26.3 

34.6 

18.9 

13.3 

27.3 

17.0 

15.7 

2.2 

4.9 

1.5 

36.6 

23.2 

44.3 

32.0 

27.7 

22.9 

11.9 

26.3 

28.9 

24.4 

1.2 

2.6 

1.0 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

給与等の男女間格差をなくすこと

年間労働時間を短縮すること

代替要員の確保など、育児休業・介護休業

制度を利用できる職場環境をつくること

育児休業・介護休業中の賃金

その他を充実すること

育児休業・介護休業の取得が、給与や職場

の地位に不利益とならないようにすること

地域や職場内の保育施設の充実や保育時間

の延長など、保育サービスを向上すること

育児や介護のために退職した職員をもと

の会社で再雇用する制度を導入すること

在宅勤務やフレックスタイム制度など、

柔軟な勤務制度を導入すること

女性が働くことに対し、家族や

周囲の理解と協力があること

男性が家事や育児をすることに対し、

家族や周囲の理解と協力があること

その他

わからない

無回答

全体(n=1,003)

男性(n=407)

女性(n=582)
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男女がともに家事、子育て、介護地域活動等に積極的に参加するために必要なことについて 

全体及び男女ともに「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかること」「男性が家事

などに参加することに対する男性自身の抵抗感をなくすこと」「労働時間短縮や休暇制度、在宅

勤務など多様な働き方が普及することで、仕事以外の時間をより多く持てるようにすること」

が上位を占めていることから、地域活動等への参加には家庭内のコミュニケーションが重要な

要素となっており、男女ともにその重要性を強く感じていることがわかります。また、女性は

男性と比べて「男性が家事などに参加することに対する男性自身の抵抗感をなくすこと」が

15.0ポイント高くなっていることから、女性は家事・育児分担が進まない背景に、男性側の意

識やこれまでの慣習が影響していると考えられます。男性が家事に取り組みやすくなるよう心

理的なハードルを下げること、働き方を柔軟にして時間の余裕を持てるようにすることが家庭

内の協力を進めるだけでなく、地域とのつながりを深めるためにも重要です。 

 

  

45.0 

14.5 

63.9 

29.0 

30.1 

43.9 

23.1 

8.5 

12.0 

3.0 

2.5 

4.6 

1.7 

36.4 

11.8 

59.7 

23.6 

28.3 

41.0 

21.6 

8.4 

10.6 

3.4 

3.4 

6.9 

1.5 

51.4 

16.5 

67.5 

33.2 

32.0 

46.2 

24.7 

8.8 

13.2 

2.7 

1.7 

2.9 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

男性が家事などに参加することに対する

男性自身の抵抗感をなくすこと

男性が家事などに参加することに対する

女性の抵抗感をなくすこと

夫婦や家族間でのコミュニケーション

をよくはかること

周りの人が、夫婦の役割分担等について

当事者の考え方を尊重すること

社会の中で、男性による家事・育児など

について、その評価を高めること

労働時間短縮や休暇制度、在宅勤務など多様

な働き方が普及することで、仕事以外の時間

をより多く持てるようにすること

男性が家事、育児などについて関心を

高めるよう啓発や情報提供を行うこと

市が行う研修等により、男性の家事

や育児などの技能を高めること

男性が家事・育児などを行うための仲間

（ネットワーク）作りをすすめること

その他

特に必要なことはない

わからない

無回答

全体(n=1,003)

男性(n=407)

女性(n=582)
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６．ドメスティック・バイオレンス等について 
ドメスティック・バイオレンス等の経験の有無について 

いずれも「まったくない」が６割を超えていますが、「精神的・心理的暴力」では２割が『経

験がある』と回答しています。 

 

 

心や体に苦痛を感じるような行為を受けた際、相談しなかった理由について 

「相談するほどのことではないと思ったから」が 50.6％と最も高く、次いで「自分にも悪い

ところがあると思ったから」29.6％、「相談しても無駄だと思ったから」「我慢すればこのまま

なんとかやっていけると思ったから」25.9％となっており、被害の深刻さを自ら過小評価する

傾向がうかがえます。また、男性では「自分にも悪いところがあると思ったから」と「相談す

るほどのことではないと思ったから」が同率で最も高くなっており、この結果からも男性は「自

分が悪い」「我慢すべき」という考え方や、「弱さを見せてはいけない」という社会的なプレッ

シャーの影響をうけていることがうかがえます。 

  

2.5

8.8

3.2

0.9

6.2

13.4

3.2

2.0

78.9

64.7

80.0

83.1

12.5

13.2

13.7

14.1

(1)身体的暴力

(2)精神的・心理的暴力

(3)経済的暴力

(4)性的暴力

0% 20% 40% 60% 80% 100%今回調査(n=1,003)

何度もされた 一、二度された まったくない 無回答

22.2 

9.9 

21.0 

25.9 

1.2 

24.7 

25.9 

29.6 

12.3 

50.6 

0.0 

0.0 

8.7 

4.3 

17.4 

17.4 

0.0 

21.7 

30.4 

56.5 

8.7 

56.5 

0.0 

0.0 

26.3 

12.3 

22.8 

28.1 

0.0 

26.3 

24.6 

19.3 

14.0 

49.1 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

相談できる人がいなかったから

どこに相談してよいのか

わからなかったから

恥ずかしくて誰にも言えなかったから

相談しても無駄だと思ったから

相手に相談したことが知れると、自分や

子どもなどに危害が及ぶと思ったから

人に打ち明けることに抵抗があったから

我慢すればこのままなんとか

やっていけると思ったから

自分にも悪いところがあると思ったから

他人を巻き込みたくなかったから

相談するほどのことでは

ないと思ったから

その他

無回答

全体(n=81)

男性(n=23)

女性(n=57)
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身近な人からセクハラをしたりされたりした経験の有無について 

いずれも７割以上が「したこともされたこともない」と回答していますが、「したことはあ

る」「したことも、されたこともある」はいずれも１割以下となっています。また、『「男のくせ

に」「女のくせに」など差別的な言葉を言う』『「結婚はまだ？」「子どもはまだ？」としつこく

言う』「性的な冗談や質問、冷やかしの言葉を言う」「無視したり、明らかに冷淡な態度を取っ

たりする」では１割が「されたことがある」と回答しています。 

深刻なセクハラ行為の経験率は低いものの、日常的な言動による不快感の経験、特に「結婚

は？」「子どもは？」などの私的な質問や性別に基づく軽視的な発言は一定数が経験しており、

無意識のハラスメントが見過ごされやすい現状を表しています。 

 

  

2.4

2.1

2.5

3.3

0.4

0.3

2.8

0.4

11.8

17.0

15.2

6.4

3.9

2.0

11.9

5.2

6.4

3.7

6.2

6.6

0.7

0.3

5.8

0.5

74.4

72.0

71.0

78.1

89.5

91.6

74.8

88.4

5.1

5.2

5.2

5.7

5.5

5.8

4.8

5.5

(1)「男のくせに」「女のくせに」

など差別的な言葉を言う

(2)「結婚はまだ？」「子どもはまだ？」

としつこく言う

(3)性的な冗談や質問、冷やかしの言葉を言う

(4)異性の同僚をじろじろ眺めたり、

容姿を話題にしたりする

(5)携帯電話やパソコンのメール、

SNS等でしつこく誘う

(6)地位や権限を利用して、性的関係を迫る

(7)無視したり、明らかに冷淡な

態度を取ったりする

(8)触る、抱きつく、しつこく付きまとう

0% 20% 40% 60% 80% 100%今回調査(n=1,003)

したことがある されたことがある したことも、されたこともある

したことも、されたこともない 無回答
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７．男女共同参画の視点からの防災・復興について 
性別に配慮した取り組みに必要なものについて 

性別に配慮した取組が必要だと回答した回答者に必要なものについて尋ねたところ、全体及

び男女ともに「避難所の整備（男女別のトイレ、更衣室、洗濯干し場等）」「避難所運営の責任

者に男女がともに配置され、避難所運営や被災者対応に男女両方の視点が入ること」「災害時の

救援医療体制（妊産婦へのサポート体制）」が上位を占めており、災害時の避難所では、安心し

て過ごせる安全な空間づくりが大切であり、男女それぞれの視点を取り入れること、プライバ

シーや衛生面への配慮等が求められています。 

 

  

93.1 

70.0 

63.8 

55.1 

47.3 

47.9 

0.9 

0.6 

0.3 

92.2 

70.7 

60.9 

54.1 

48.5 

46.6 

0.7 

1.0 

0.0 

93.9 

69.1 

65.5 

55.8 

46.1 

48.8 

1.1 

0.4 

0.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

避難所の整備

（男女別のトイレ、更衣室、洗濯干し場等）

避難所運営の責任者に男女がともに

配置され、避難所運営や被災者対応

に男女両方の視点が入ること

災害時の救援医療体制

（妊産婦へのサポート体制）

公的施設の備蓄品のニーズ把握、

災害時に支給する際の配慮

被災者に対する相談体制

防災や復興の政策・方針を決める

過程に男女がともに参画すること

その他

わからない

無回答

全体(n=787)

男性(n=307)

女性(n=473)
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８．男女共同参画の推進について 
「男女共同参画社会」の実現のために宇土市に望む施策について 

全体及び男女ともに「子育て支援サービスの充実」「介護支援サービスの充実」「働きやすい

就労環境の整備」が上位を占めており、家庭と仕事を両立できる環境づくりが求められている

ことがうかがえます。また、女性は男性と比べて「女性の就業支援」「働きやすい就労環境の整

備」が 10 ポイント以上高くなっていることから、特に女性は就業支援や職場環境の整備及び

改善に対する期待が高く、制度と意識の両面からのアプローチが求められています。 

 

  

31.1 

20.9 

41.6 

54.4 

51.8 

24.6 

23.8 

27.9 

47.3 

31.5 

30.3 

1.0 

6.7 

1.8 

33.7 

21.4 

38.8 

51.4 

50.6 

22.1 

22.9 

18.4 

41.3 

28.7 

27.8 

0.7 

9.3 

1.7 

29.4 

21.0 

43.6 

57.2 

53.1 

26.5 

24.7 

34.9 

51.7 

33.7 

32.3 

1.2 

4.6 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

性別による役割分担の意識を

解消するための啓発・広報

女性の政策・方針決定過程への参画推進

子どもの頃からの男女共同参画教育の推進

子育て支援サービスの充実

介護支援サービスの充実

家庭生活における男女共同参画の浸透

地域社会における男女共同参画の浸透

女性の就業支援

働きやすい就労環境の整備

DVや各種ハラスメント等、

あらゆる暴力の根絶

各種相談窓口の充実

その他

特に望むものはない

無回答

全体(n=1,003)

男性(n=407)

女性(n=582)
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宇土市は、市民から性別に関わらず住みやすいまちと思われているか 

７割は『住みやすい：非常に住みやすい＋まあまあ住みやすい＋やや住みやすい』と回答し

ています。特に 10歳代及び 70歳代以上では８割を超えており、若年層や高齢者にとって生活

環境が整っていることがうかがえます。一方、１割は「どちらともいえない」と回答している

ことから、今後は施策の内容をよりわかりやすく伝えることで、さらにより多くの市民に理解

と共感を広げていく必要があります。 

 

 

11.7 

11.8 

11.5 

30.0 

21.3 

14.8 

7.1 

13.3 

9.9 

7.9 

51.3 

49.4 

52.9 

60.0 

34.8 

52.8 

48.9 

52.2 

53.8 

58.6 

11.7 

11.1 

12.0 

16.9 

10.6 

10.4 

9.9 

10.3 

15.7 

3.0 

3.7 

2.6 

1.1 

5.6 

2.2 

3.9 

3.1 

1.4 

12.5 

11.8 

12.9 

10.1 

7.0 

19.8 

14.3 

11.7 

9.3 

9.2 

11.5 

7.6 

10.0 

14.6 

7.7 

11.5 

6.4 

9.9 

7.1 

0.7 

0.7 

0.5 

1.1 

1.4 

1.3 

全体(n=1003)

男性(n=407)

女性(n=582)

10歳代(n=10)

20歳代(n=89)

30歳代(n=142)

40歳代(n=182)

50歳代(n=203)

60歳代(n=223)

70歳代以上(n=140)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に住みやすい まあまあ住みやすい やや住みやすい 非常に住みにくい

どちらともいえない わからない 無回答


